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はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長代表取締役社長 木村有仁木村有仁木村有仁木村有仁木村有仁木村有仁木村有仁木村有仁

当社の更なる成長に向け、研究開発のスピードアップ当社の更なる成長に向け、研究開発のスピードアップ当社の更なる成長に向け、研究開発のスピードアップ当社の更なる成長に向け、研究開発のスピードアップとととと収益体収益体収益体収益体

質強化を質強化を質強化を質強化を推進推進推進推進し、グローバル競争し、グローバル競争し、グローバル競争し、グローバル競争をををを勝ち抜く強固な事業基盤を勝ち抜く強固な事業基盤を勝ち抜く強固な事業基盤を勝ち抜く強固な事業基盤を

構築してまいります。構築してまいります。構築してまいります。構築してまいります。

【【【【方針方針方針方針】】】】

①①①① 顧客に常に役立つ製品を顧客と共に開発する顧客に常に役立つ製品を顧客と共に開発する顧客に常に役立つ製品を顧客と共に開発する顧客に常に役立つ製品を顧客と共に開発する

②②②② RRRR＆＆＆＆DDDDを強化し、高付加価値化／差別化を実現するを強化し、高付加価値化／差別化を実現するを強化し、高付加価値化／差別化を実現するを強化し、高付加価値化／差別化を実現する

③③③③ 内外の問題解決に正面から取り組み先送りしない実直な内外の問題解決に正面から取り組み先送りしない実直な内外の問題解決に正面から取り組み先送りしない実直な内外の問題解決に正面から取り組み先送りしない実直な
経営を行う経営を行う経営を行う経営を行う
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■■■■ 目目目目 次次次次

１１１１．．．．2020202013131313年年年年3333月月月月期期期期 第第第第２２２２四半期四半期四半期四半期 決算概要決算概要決算概要決算概要 （（（（ＰＰＰＰ 4444～～～～ ））））

２２２２．．．．2013201320132013年年年年3333月期月期月期月期 通期見通通期見通通期見通通期見通しししし （（（（ＰＰＰＰ12121212～～～～））））

３３３３．．．．今後今後今後今後のののの展望展望展望展望とととと当社研究開発状況当社研究開発状況当社研究開発状況当社研究開発状況についてについてについてについて （（（（ＰＰＰＰ16161616～～～～））））
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1 ．2013年3月期 第２四半期
決算概要
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■■20120133年年３３月期月期 第２四半期決算（連結）第２四半期決算（連結）のポイントのポイント

• 売上高は前期比△311百万円、計画比△350百万円
- 欧州財政問題の膠着化と新興国サプライヤーの台頭により、香料の売上が減少。感光材が検討するもカバーし切れず。
- 円高継続による販売単価の下落及び価格競争の激化により計画未達に。

• 経常利益は前期比△446百万円、計画比△54百万円
- 売上高の減少、定修による低稼働に加え、投資が完了した香料工場のトライアル品が原価を押し上げ。
- 円/ドル 前期末レート 82円、当第２四半期末レート 77円により、当期影響△59百万円。

計画当期前期科目 (B)-(C)

計画比

増減額

△462

△446

△405

△311

(B)-(A)

前期比

増減額

△△△△130130130130

△△△△120120120120

△△△△70707070

7,2007,2007,2007,200

※

（C)

△54△△△△174174174174271271271271経常利益

△77△△△△207207207207255255255255当期純利益

＋35△△△△34343434371371371371営業利益

△3506,8496,8496,8496,8497,1617,1617,1617,161売上高

実績

（B)

実績

（A)（百万円）

※※※※※※※※20120120120120120120120122222222年年年年年年年年55555555月月月月月月月月1010101010101010日発表日発表日発表日発表日発表日発表日発表日発表
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■全社 売上・営業利益・経常利益 四半期別推移

3 ,3163 ,3163 ,3163 ,316
3 ,5323 ,5323 ,5323 ,5323 ,4313 ,4313 ,4313 ,4313 ,3593 ,3593 ,3593 ,359

3 ,5553 ,5553 ,5553 ,5553 ,6053 ,6053 ,6053 ,605

152152152152
260260260260

106106106106

264264264264

△ 187△ 187△ 187△ 187
10101010

216216216216 232232232232

55555555 81818181

△ 256△ 256△ 256△ 256

20202020

△ 1,000△ 1,000△ 1,000△ 1,000

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

前期1Q前期1Q前期1Q前期1Q 前期2Q前期2Q前期2Q前期2Q 前期3Q前期3Q前期3Q前期3Q 前期4Q前期4Q前期4Q前期4Q 当期１Q当期１Q当期１Q当期１Q 当期2Q当期2Q当期2Q当期2Q

（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）

-300-300-300-300

0000

300300300300

600600600600

900900900900

1200120012001200

売上高売上高売上高売上高 営業利益営業利益営業利益営業利益 経常利益経常利益経常利益経常利益
売上売上売上売上 利益利益利益利益

USD/USD/円レート推移円レート推移円レート推移円レート推移円レート推移円レート推移円レート推移円レート推移

80.7380.73

76.6576.65
77.9377.93

82.1982.19

79.3179.31

77.6077.60

売上・・・ 円高定着により、海外売上が減少。
利益・・・ ２Qは大規模修繕による稼働率の低下に加え、香料工場稼動に

先立つ小ロットトライアル品の一時的な原価の押上げの影響で損失を計上。
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23232323

△ 93△ 93△ 93△ 93

△ 200△ 200△ 200△ 200

△ 100△ 100△ 100△ 100

0000

100100100100

200200200200

218218218218

3,3563,3563,3563,356

3333 13131313

251251251251

3,2853,2853,2853,285

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

感光材感光材感光材感光材

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

トランスパレントトランスパレントトランスパレントトランスパレント

■感光性材料事業 売上高・営業利益
売上高は、前期比1.4％増加。営業利益は、前期比116百万円の減少。
- 利益率の高い先端品が売上比率を上げ、既存品の売上減少をカバー。

- 液晶テレビの需要減速で、液晶用途向け感光性材料が低調、営業利益の減少要因に。

（（（（百万百万百万百万円円円円））））
前期実績 当期実績

売上高 営業利益

前期実績 当期実績

3,540
＋＋＋＋1.41.41.41.4％％％％

3,588
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856856856856 846846846846

1,5101,5101,5101,5101,5731,5731,5731,573

903903903903

1,1911,1911,1911,191

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000
香料香料香料香料

グリーンケミカルグリーンケミカルグリーンケミカルグリーンケミカル

ロジスティックロジスティックロジスティックロジスティック

■化成品事業 売上高・営業利益
・・・・ 売上売上売上売上はははは、、、、前期比前期比前期比前期比9.99.99.99.9％％％％のののの減少減少減少減少。。。。営業利益営業利益営業利益営業利益はははは、、、、前期比前期比前期比前期比83.283.283.283.2％％％％のののの減少減少減少減少。。。。

- グリーンケミカル部門及びロジスティック部門は売上微減。

- 香料部門は、欧州の景気減速と円高による競争力の低下により売上、利益ともに減少。

- 香料工場の立ち上げに伴い、小ロットトライアル品の原価負担が一時的に利益を圧迫。

（百万円）（百万円）（百万円）（百万円） 前期実績 当期実績

売上高

58585858

347347347347

0000

100100100100

200200200200

300300300300

400400400400

営業利益

3,260
3,620 △△△△9.99.99.99.9％％％％

△83.2％

当期実績前期実績
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■■20120133年年３３月月期期 第２四半期第２四半期 連結連結損益計算書損益計算書

２５５

１３

２６８

２

－

２７１

１４１

４１

３７１

１，２４３

１，６１４

５，５４７

７，１６１

2012年３月期
第２四半期決算（連結）

実績

＋４０．６５％＋５１９法人税等・少数株主持分利益

増減率増減額

△４．４％△３１１６，８４９売上高

＋２．９％＋１６３５，７１０売上原価

△２９．４％△４７４１，１３９売上総利益

△５．５％△６８１，１７４販売管理費

－△４０５△３４営業利益

△ １１．２％△４３７営業外収益

＋２５．５％＋３６１７７営業外費用

－△４４６△１７4経常利益

＋３９６．３％＋１０１３特別損失

－△４５７△１８８税引前当期純利益

－－－特別利益

－△４６２△２０７当期純利益

対前期比2013年３月期
第２四半期決算（連結）

実績

科 目

（百万円）

【販売管理費】 前期に本社移転費用。

【営業外収益・費用】 支払利息及びコミット手数料の増加（＋４２百万円）。為替差損の減少（△7百万円）。

【特別損失】 固定資産除却損
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■2013年3月期 第２四半期 連結貸借対照表

【【【【流動資産流動資産流動資産流動資産】】】】 現金預金及び棚卸資産の減少により現金預金及び棚卸資産の減少により現金預金及び棚卸資産の減少により現金預金及び棚卸資産の減少により836836836836百万円の減少。百万円の減少。百万円の減少。百万円の減少。
【【【【固定資産固定資産固定資産固定資産】】】】 香料工場及び千葉工場への設備投資を含め香料工場及び千葉工場への設備投資を含め香料工場及び千葉工場への設備投資を含め香料工場及び千葉工場への設備投資を含め2,4992,4992,4992,499百万円の増加。百万円の増加。百万円の増加。百万円の増加。
【【【【負負負負 債債債債】】】】 香料工場投資支払資金等の調達（コミットメント香料工場投資支払資金等の調達（コミットメント香料工場投資支払資金等の調達（コミットメント香料工場投資支払資金等の調達（コミットメント2222,,,,150150150150百万円は期末時点未使用）。百万円は期末時点未使用）。百万円は期末時点未使用）。百万円は期末時点未使用）。

＋1,66328,28226,619負債・純資産合計負債・純資産合計負債・純資産合計負債・純資産合計＋1,66328,28226,619資産合計資産合計資産合計資産合計

－

△32

6,334

6,302

5,770

14,316

1,893

21,980

（連結）（連結）（連結）（連結）

2020202011113333年年年年

3333月期月期月期月期
第第第第2222四半期四半期四半期四半期

△23

△45

＋2,569

＋2,499

△15

△294

△198

△328

△836

増減

少数株主持分

評価・換算差額

株主資本

純資産純資産純資産純資産

その他

有利子負債

買掛債務

負債負債負債負債

（百万円）

科目

0

△10

6,565

6,556

4,823

13,308

1,931

20,063

（連結）

2012年
3月期
期末

△23118,26715,697有形固定資産

530

361

19,158

382

4,884

2,375

1,480

9,123

（連結）（連結）（連結）（連結）

2020202011113333年年年年

3333月期月期月期月期
第第第第2222四半期四半期四半期四半期

△0554投資・その他

△22407無形固定資産

△25316,659固定資産固定資産固定資産固定資産

398その他

＋9465,178棚卸資産

＋1,0082,574売上債権

△371,808現金預金

＋1,9169,960流動資産流動資産流動資産流動資産

（連結）（百万円）

増減

2012年
3月期
期末科 目
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■ 2013年3月期 第２四半期 連結キャッシュフロー計算書

・・・・税前損失計上するも、営業税前損失計上するも、営業税前損失計上するも、営業税前損失計上するも、営業CFCFCFCFはははは9999億円台を維持。億円台を維持。億円台を維持。億円台を維持。

・・・・投資活動によるＣＦ投資活動によるＣＦ投資活動によるＣＦ投資活動によるＣＦ 22222222億円により億円により億円により億円により、、、、借入残高は借入残高は借入残高は借入残高は143143143143億円（前期比億円（前期比億円（前期比億円（前期比++++10101010億円）へ。億円）へ。億円）へ。億円）へ。

＋９６２２９４△６６８たな卸資産の増減額

９７０

△３２８

９５６

△１，２８１

△２，２１３

３９

１６０

６２６

△１８８

９３１

2012012012013333年年年年3333月期月期月期月期

第第第第2222四半期決算四半期決算四半期決算四半期決算

（連結）（連結）（連結）（連結）

△ ２２９５４営業活動によるＣＦ・・・（営業活動によるＣＦ・・・（営業活動によるＣＦ・・・（営業活動によるＣＦ・・・（AAAA））））

△９１３△３６７フリー・キャッシュフローフリー・キャッシュフローフリー・キャッシュフローフリー・キャッシュフロー（（（（A+B)A+B)A+B)A+B)

＋３７６５９４現金及び現金同等物の現金及び現金同等物の現金及び現金同等物の現金及び現金同等物の期期期期末残高末残高末残高末残高

△３４５１７現金及び現金同等物の増減現金及び現金同等物の増減現金及び現金同等物の増減現金及び現金同等物の増減

＋５６７３８９財務活動によるＣＦ財務活動によるＣＦ財務活動によるＣＦ財務活動によるＣＦ

△８９０△１，３２２投資活動によるＣＦ投資活動によるＣＦ投資活動によるＣＦ投資活動によるＣＦ・・・（・・・（・・・（・・・（B)B)B)B)

＋１５０△１１１その他

△４５１６１２その他運転資金の増減

△２２６８５２減価償却費

△４５７２６８税金等調整前純利益

増減増減増減増減

2012012012012222年年年年3333月期月期月期月期

第第第第2222四半期決算四半期決算四半期決算四半期決算

（連結）（連結）（連結）（連結）

科科科科 目目目目

（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）
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２. 2013年3月期 通期見通し
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設備投資額と減価償却額の推移

679679679679

1,1261,1261,1261,126

2,7792,7792,7792,779

3,5373,5373,5373,537

2,4212,4212,4212,4212,3302,3302,3302,330

4,1324,1324,1324,132

4,7374,7374,7374,737

2,2192,2192,2192,219
2,1542,1542,1542,154

1,8731,8731,8731,873

1,6641,6641,6641,664

2,1972,1972,1972,197

2,4242,4242,4242,424

1,8411,8411,8411,841

1,4311,4311,4311,431

0000

1,0001,0001,0001,000

2,0002,0002,0002,000

3,0003,0003,0003,000

4,0004,0004,0004,000

5,0005,0005,0005,000

06年3月期 07年3月期 08年3月期 09年3月期 10年3月期 11年3月期 12年3月期 13年3月期(見込）

設備投資額

減価償却費

■設備投資と減価償却費の推移および計画

・63期 香料工場償却負担253百万円、淡路工場は64期より償却開始見込み。

・償却方法を定率法から定額法へ変更、63期の減価償却費は14億円を見込む。

（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）
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■2013年3月期 業績予想

0

20

120

15,000

2013年
3月期（連結）

通期業績予想

6,849売上高

△174経常利益

△207

△34

2013年
3月期（連結）

上期実績

科目

（百万円）

営業利益

当期純利益

・売上高150億円以下、期初予想に変更なし。

・利益率の高い感光材先端品や蓄電デバイスの拡販を中心に予算達成を目指す。

・為替レートは、通期

ドル/円78円

ユーロ/円100円

を想定。
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■地域別売上・海外売上比率推移

8,691 8,227
9,287 9,256

4,498

1,795 1,887

2,690 2,306

1,310

1,171 1,354

1818
1573

753

486 797

782
706

239

109

57 133

170

48

28.828.828.828.8

33.733.733.733.7
37.037.037.037.0

33.733.733.733.7 34.334.334.334.3

0000

4,0004,0004,0004,000

8,0008,0008,0008,000

12,00012,00012,00012,000

16,00016,00016,00016,000

20,00020,00020,00020,000

09年3月期09年3月期09年3月期09年3月期 10年3月期10年3月期10年3月期10年3月期 11年3月期11年3月期11年3月期11年3月期 12年3月期12年3月期12年3月期12年3月期 13年3月期13年3月期13年3月期13年3月期

売上高売上高売上高売上高

（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）

0000

10101010

20202020

30303030

40404040

海外売上比率海外売上比率海外売上比率海外売上比率

（％）（％）（％）（％）

国内 アジア 北米 欧州 その他 海外売上比率

■海外売上比率・為替の影響

■海外売上比率
海外売上比率は34.3％
10年3月期以降30％超
の水準

■USドル
1円の変動による
利益に対する影響額

・・・約23百万円（半期）

■ユーロ
ユーロ建て取引は僅少。
直接的なリスクは少ない。

第第22四半期四半期
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３ .今後の展望と
当社の研究開発状況について
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0000

500500500500

1,0001,0001,0001,000

1,5001,5001,5001,500

2,0002,0002,0002,000

2,5002,5002,5002,500

3,0003,0003,0003,000

3,5003,5003,5003,500

2007年3月期2007年3月期2007年3月期2007年3月期 2008年3月期2008年3月期2008年3月期2008年3月期 2009年3月期2009年3月期2009年3月期2009年3月期 2010年3月期2010年3月期2010年3月期2010年3月期 2011年3月期2011年3月期2011年3月期2011年3月期 2012年3月期2012年3月期2012年3月期2012年3月期

償却前経常利益償却前経常利益償却前経常利益償却前経常利益
研究開発費研究開発費研究開発費研究開発費

研究開発費の推移（過去６年）研究開発費の推移（過去６年）研究開発費の推移（過去６年）研究開発費の推移（過去６年）研究開発費の推移（過去６年）研究開発費の推移（過去６年）研究開発費の推移（過去６年）研究開発費の推移（過去６年）

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

先端品
先端品
先端品
先端品のののの
先端品
先端品
先端品
先端品のののの

急速急速急速急速なななな立立立立ちちちち上上上上がりがりがりがり

急速急速急速急速なななな立立立立ちちちち上上上上がりがりがりがり

・感光材研究所（千葉県印西市）および各工場のプロセス開発にて研究員を配置。
・著名な先生が当社の顧問として、技術指導。
森謙治先生（元東京大学名誉教授）、森島洋太郎先生（福井大学副学長）

・近年は、研究開発費を６～７億円/年を投入。リーマンショック後は、感光材の
先端品の急速な市場の拡大に素早く対応。

（百万円）（百万円）（百万円）（百万円）

■当社のR&D体制について
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感光材研究所（千葉県印西市）の写真感光材研究所（千葉県印西市）の写真感光材研究所（千葉県印西市）の写真感光材研究所（千葉県印西市）の写真感光材研究所（千葉県印西市）の写真感光材研究所（千葉県印西市）の写真感光材研究所（千葉県印西市）の写真感光材研究所（千葉県印西市）の写真
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■感光材部門のアプローチ範囲

半導体半導体半導体半導体半導体半導体半導体半導体

高精細化高精細化高精細化高精細化高精細化高精細化高精細化高精細化

クラウドコンピューティングクラウドコンピューティングクラウドコンピューティングクラウドコンピューティングクラウドコンピューティングクラウドコンピューティングクラウドコンピューティングクラウドコンピューティング

液晶液晶液晶液晶液晶液晶液晶液晶TVTVTVTVTVTVTVTV

データセンターデータセンターデータセンターデータセンターデータセンターデータセンターデータセンターデータセンター

液晶液晶液晶液晶パネルパネルパネルパネル液晶液晶液晶液晶パネルパネルパネルパネル スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォン
タブレットタブレットタブレットタブレットタブレットタブレットタブレットタブレットPCPCPCPCPCPCPCPC
ウルトラブックウルトラブックウルトラブックウルトラブックウルトラブックウルトラブックウルトラブックウルトラブック

携帯携帯携帯携帯ゲームゲームゲームゲーム機機機機携帯携帯携帯携帯ゲームゲームゲームゲーム機機機機 等等等等等等等等

高速高速高速高速高速高速高速高速CPUCPUCPUCPUCPUCPUCPUCPU
高集積高集積高集積高集積メモリメモリメモリメモリ高集積高集積高集積高集積メモリメモリメモリメモリ

等等等等等等等等

＜当社 研究開発課題＞
・高性能半導体の需要増加により、半導体向け感光材に対する品質要求が増加。
・液晶向けも、スマホ＆タブレット向けの高精細パネルの登場により、品質要求増加傾向。

感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業 感光材感光材感光材感光材部門部門部門部門

大容量化大容量化大容量化大容量化（（（（ビックデータビックデータビックデータビックデータ））））大容量化大容量化大容量化大容量化（（（（ビックデータビックデータビックデータビックデータ））））
超高速通信普及超高速通信普及超高速通信普及超高速通信普及によるによるによるによる超高速通信普及超高速通信普及超高速通信普及超高速通信普及によるによるによるによる

高性能半導体高性能半導体高性能半導体高性能半導体のののの需要増需要増需要増需要増！！！！高性能半導体高性能半導体高性能半導体高性能半導体のののの需要増需要増需要増需要増！！！！



20

■フォトレジスト 用途別一覧

・半導体の微細加工技術が進化し、20nmレベルまで量産化。

・現在はＡｒＦの技術を改良し、微細化を進めている段階。（当社注力領域）

半導体用ＬＣＤパネル用

開発中先端品既存品

急拡大

４コア

GBメモリ

TBメモリ

モリ

～45nm

ArF液浸

最先端メモリ・

プロセッサー

NANDメモリ

２コア

GBメモリ

NANDメモリ

MPU

GBメモリ

NANDメモリ

MPU

GBメモリ

パワー半導体小型パネルテレビ用パネル
用
途

プロトタイプ露光
機

販売中

材料開発中

拡大
拡大

延命化

緩やかに拡大
延命化

緩やかに縮小

LTPS

（PDA,ｶｰﾅﾋﾞ、

携帯電話)

の拡大

新興国の

需要増

価格下落

市
場

～16nm～22nm～65nm～110nm～200nm～700nm～1,000nm～2,000nm
ノ
ー
ド

EUVArF
ダブルパターニング

ArFKrFi線g線
i線g線

光
源

当社製品・研究開発のアプローチ範囲

感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業 感光材感光材感光材感光材部門部門部門部門
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■当社の最先端感光材開発状況（■当社の最先端感光材開発状況（■当社の最先端感光材開発状況（■当社の最先端感光材開発状況（■当社の最先端感光材開発状況（■当社の最先端感光材開発状況（■当社の最先端感光材開発状況（■当社の最先端感光材開発状況（ArFArFArFArFArFArFArFArFからからからからからからからからEUVEUVEUVEUVEUVEUVEUVEUVへ）へ）へ）へ）へ）へ）へ）へ）

ITRSロードマップロードマップロードマップロードマップ2011（（（（MPU, DRAM)

・・・・EUV開発遅れが深刻開発遅れが深刻開発遅れが深刻開発遅れが深刻

①露光光源の出力問題①露光光源の出力問題①露光光源の出力問題①露光光源の出力問題

②②②②マスクおよび検査機器の遅れマスクおよび検査機器の遅れマスクおよび検査機器の遅れマスクおよび検査機器の遅れ

PAGPAGPAGPAGPAGPAGPAGPAG（（（（光酸発生剤光酸発生剤光酸発生剤光酸発生剤））））（（（（光酸発生剤光酸発生剤光酸発生剤光酸発生剤））））

ArFArFArFArFArFArFArFArF用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材
EUVEUVEUVEUVEUVEUVEUVEUV用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材用感光材

２０１２２０１２２０１２２０１２年現在年現在年現在年現在２０１２２０１２２０１２２０１２年現在年現在年現在年現在 ？？？？？？？？？？？？？？？？年年年年？？？？？？？？？？？？？？？？年年年年

感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業 感光材感光材感光材感光材部門部門部門部門

・当社の強みは、①一貫合成・当社の強みは、①一貫合成・当社の強みは、①一貫合成・当社の強みは、①一貫合成 ②メタル・不純物管理②メタル・不純物管理②メタル・不純物管理②メタル・不純物管理 ③反応再現性③反応再現性③反応再現性③反応再現性 ④様々な感光材の提案④様々な感光材の提案④様々な感光材の提案④様々な感光材の提案

・感光材の・感光材の・感光材の・感光材のR&Dは、は、は、は、ArFの改良との改良との改良との改良とEUVの開発へ注力。の開発へ注力。の開発へ注力。の開発へ注力。

ArFDPArFDPArFDPArFDPArFDPArFDPArFDPArFDPでででででででで
対応対応対応対応のののの対応対応対応対応のののの
方向方向方向方向方向方向方向方向
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電気二重層キャパシタ用途電気二重層キャパシタ用途電解液電解液
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100100100100

150150150150

200200200200

250250250250

2010年（実績）2010年（実績）2010年（実績）2010年（実績） 2013年（予測）2013年（予測）2013年（予測）2013年（予測） 2016年（予測）2016年（予測）2016年（予測）2016年（予測）
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500500500500

1,0001,0001,0001,000

1,5001,5001,5001,500

2,0002,0002,0002,000

2,5002,5002,5002,500

3,0003,0003,0003,000

3,5003,5003,5003,500

金額

数量

中・大型用途市場規模

感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業感光性材料事業 エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー部門部門部門部門

（（（（億円億円億円億円））））（（（（億円億円億円億円）））） （（（（万万万万セルセルセルセル））））（（（（万万万万セルセルセルセル））））

出展出展出展出展：：：：出展出展出展出展：：：：20122012201220122012201220122012電池関連市場実態総調査上巻電池関連市場実態総調査上巻電池関連市場実態総調査上巻電池関連市場実態総調査上巻（（（（富士経済富士経済富士経済富士経済））））電池関連市場実態総調査上巻電池関連市場実態総調査上巻電池関連市場実態総調査上巻電池関連市場実態総調査上巻（（（（富士経済富士経済富士経済富士経済））））

車載向け

EV エネルギー回生エネルギー回生エネルギー回生エネルギー回生

従来品

瞬低補償瞬低補償瞬低補償瞬低補償風力発電風力発電風力発電風力発電

建機建機建機建機 港湾クレーン港湾クレーン港湾クレーン港湾クレーン

路面電車路面電車路面電車路面電車

・エコカーの普及により車載向けキャパシタ電池市場増加へ・エコカーの普及により車載向けキャパシタ電池市場増加へ・エコカーの普及により車載向けキャパシタ電池市場増加へ・エコカーの普及により車載向けキャパシタ電池市場増加へ

・急速な市場の立ち上がりに対する生産に対応。・急速な市場の立ち上がりに対する生産に対応。・急速な市場の立ち上がりに対する生産に対応。・急速な市場の立ち上がりに対する生産に対応。

・使用環境に応じた電解液の開発。・使用環境に応じた電解液の開発。・使用環境に応じた電解液の開発。・使用環境に応じた電解液の開発。

市場市場市場市場のののの成長牽引役成長牽引役成長牽引役成長牽引役市場市場市場市場のののの成長牽引役成長牽引役成長牽引役成長牽引役
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・2012年９月
香料工場（千葉県東庄町）が
本格稼動開始
⇒欧州債務危機の影響を受けた円高

および新興国サプライヤーによる
価格低下

■香料工場の稼動について香料工場の稼動について

化成品化成品化成品化成品事業事業事業事業 香料香料香料香料部門部門部門部門

＜対策① R＆Dの強化＞

・R&D専属部隊の立ち上げ
－年間100トン以上使用される

香料原料約238種類の
マーケティングを開始

・設備の優位性を生かした
新用途開発

＜対策②香料以外の案件強化＞

・化学業界のサプライチェーン
の変化による新規ビジネスの
開拓

・大手からの委託蒸留案件獲得

香料工場 外観
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■グリーンケミカル部門の研究開発について
市場環境市場環境

・国内電機・電子メーカーの「コスト削減ニーズ」

および「環境保全意識の高まり」を背景に溶剤

リサイクル需要は増加傾向

・年々、求められる品質は高度化傾向へ

・国内電機・電子メーカーの「コスト削減ニーズ」

および「環境保全意識の高まり」を背景に溶剤

リサイクル需要は増加傾向

・年々、求められる品質は高度化傾向へ

当社の強み当社の強み

・感光材で培ったレベルの高い品質管理

・電機・電子関連の製造工程で使用される各種

溶剤ニーズに対応し、蒸留技術の高度化に対応

・半導体製造工程向け溶剤にも着手

・感光材で培ったレベルの高い品質管理

・電機・電子関連の製造工程で使用される各種

溶剤ニーズに対応し、蒸留技術の高度化に対応

・半導体製造工程向け溶剤にも着手

■不純物管理の基準について

化成品化成品化成品化成品事業事業事業事業 グリーンケミカルグリーンケミカルグリーンケミカルグリーンケミカル部門部門部門部門

電子材料
メーカー各社様
(各種溶剤）

分析強化分析強化分析強化分析強化

【製造拠点】
市川工場(千葉県)
淡路工場(兵庫県)

※２０１３年春竣工予定

溶剤再生溶剤再生溶剤再生溶剤再生

高純度精製高純度精製高純度精製高純度精製

品質管理強化品質管理強化品質管理強化品質管理強化

出
荷

出
荷

出
荷

出
荷

出
荷

出
荷

出
荷

出
荷

１１１１１１１１CCCCCCCCCCCCCCCC
あたりのあたりのあたりのあたりのあたりのあたりのあたりのあたりの
不純物数不純物数不純物数不純物数不純物数不純物数不純物数不純物数
でででで管理管理管理管理でででで管理管理管理管理

半導体向半導体向半導体向半導体向けけけけ溶剤溶剤溶剤溶剤になると・・・になると・・・になると・・・になると・・・半導体向半導体向半導体向半導体向けけけけ溶剤溶剤溶剤溶剤になると・・・になると・・・になると・・・になると・・・

１１１１１１１１CCCCCCCCCCCCCCCCあたりあたりあたりあたりあたりあたりあたりあたり
0.10.10.10.10.10.10.10.1μμμμμμμμｍｍｍｍｍｍｍｍのののの不純物不純物不純物不純物⇒⇒⇒⇒のののの不純物不純物不純物不純物⇒⇒⇒⇒100100100100100100100100個以下個以下個以下個以下個以下個以下個以下個以下
0.50.50.50.50.50.50.50.5μμμμμμμμｍｍｍｍｍｍｍｍのののの不純物不純物不純物不純物⇒⇒⇒⇒のののの不純物不純物不純物不純物⇒⇒⇒⇒44444444個以下個以下個以下個以下個以下個以下個以下個以下
のののの管理管理管理管理がががが必要必要必要必要のののの管理管理管理管理がががが必要必要必要必要

管理管理管理管理・・・・分析方法分析方法分析方法分析方法をををを開発開発開発開発管理管理管理管理・・・・分析方法分析方法分析方法分析方法をををを開発開発開発開発
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■■淡路工場の建設状況淡路工場の建設状況

主な生産品目

リチウムイオン電池製造工程で使用する溶剤

電子材料（ＩＣ・ＦＰＤ）製造工程で使用する溶剤

関西エリアについて

関東に比べ、二次電池メーカーや電子・電機

メーカーが数多く集積

淡路工場概要
所在地：兵庫県淡路市生穂新島
面 積：50,500㎡

工事の進捗
・土地造成工事 総額2億円（上期に完了）
※津波対策含む

・施設建設工事 総額16.5億円 【1期工事】
完成予定：2012年3月

＜関西地区＞

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池工場マップ

化成品化成品化成品化成品事業事業事業事業 グリーンケミカルグリーンケミカルグリーンケミカルグリーンケミカル部門部門部門部門

淡路工場写真（建設中）
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■■■■UVナノインプリントナノインプリントナノインプリントナノインプリント用光硬化性用光硬化性用光硬化性用光硬化性樹脂樹脂樹脂樹脂の開発の開発の開発の開発

ナノインプリントによるアプリケーションの応用例
フレキシブルディスプレイ、LCD向け光学フィルム、LED、
次世代ハードディスク、半導体、バイオ用途、etc

PAK-01の転写例の転写例の転写例の転写例

ナノ～マイクロサイズまで転写性に優れているナノ～マイクロサイズまで転写性に優れているナノ～マイクロサイズまで転写性に優れているナノ～マイクロサイズまで転写性に優れている

国内で初めて国内で初めて国内で初めて国内で初めてUVナノインプリント専用光硬化性樹脂ナノインプリント専用光硬化性樹脂ナノインプリント専用光硬化性樹脂ナノインプリント専用光硬化性樹脂PAK-01を販売を販売を販売を販売(2004年年年年)

60nm60nm60nm60nm60nm60nm60nm60nmラインラインラインラインラインラインラインライン 8080808080808080μμμμμμμμmmmmmmmmマイクロレンズマイクロレンズマイクロレンズマイクロレンズマイクロレンズマイクロレンズマイクロレンズマイクロレンズ

UVナノインプリントとは・・・金型に液状の光硬化性樹脂を充填させ、
UV照射で樹脂を硬化させて微細な形状を作る加工方法

新規事業紹介新規事業紹介新規事業紹介新規事業紹介

デジカメやスマートフォンデジカメやスマートフォンデジカメやスマートフォンデジカメやスマートフォンデジカメやスマートフォンデジカメやスマートフォンデジカメやスマートフォンデジカメやスマートフォン
用用用用のカメラレンズのカメラレンズのカメラレンズのカメラレンズ用途用途用途用途にににに開発開発開発開発用用用用のカメラレンズのカメラレンズのカメラレンズのカメラレンズ用途用途用途用途にににに開発開発開発開発
（（（（製造工程製造工程製造工程製造工程のののの簡素化簡素化簡素化簡素化によるコストによるコストによるコストによるコスト削減削減削減削減））））（（（（製造工程製造工程製造工程製造工程のののの簡素化簡素化簡素化簡素化によるコストによるコストによるコストによるコスト削減削減削減削減））））
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VVVVVVVV溝溝溝溝溝溝溝溝9090909090909090°°°°°°°°クロスクロスクロスクロスクロスクロスクロスクロス

ドットパターンドットパターンドットパターンドットパターンドットパターンドットパターンドットパターンドットパターン VVVV溝溝溝溝90909090°°°°クロスクロスクロスクロス

ドットパターンドットパターンドットパターンドットパターン

フィルム上にフィルム上にフィルム上にフィルム上にUVインプリント樹脂インプリント樹脂インプリント樹脂インプリント樹脂
のパターンを形成のパターンを形成のパターンを形成のパターンを形成
(弊社弊社弊社弊社PAK-02使用使用使用使用)

光学フィルムへの応用例光学フィルムへの応用例光学フィルムへの応用例光学フィルムへの応用例

Roll toRoll UVインプリント装置インプリント装置インプリント装置インプリント装置

ロール金型ロール金型ロール金型ロール金型ロール金型ロール金型ロール金型ロール金型

フレキシブルディスプレイ等に
展開可能に！

■■■■UVナノインプリントナノインプリントナノインプリントナノインプリント用光硬化性用光硬化性用光硬化性用光硬化性樹脂樹脂樹脂樹脂の開発の開発の開発の開発

新規事業紹介新規事業紹介新規事業紹介新規事業紹介
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東京大学・片岡教授の研究成果と東洋合成工業の水溶東京大学・片岡教授の研究成果と東洋合成工業の水溶
性感光材を利用した性感光材を利用した””CellCell--ableable®®”” は様々な細胞の三次は様々な細胞の三次
元培養を可能にしました。元培養を可能にしました。
＜培養例：三次元がん細胞培養の実現により、抗がん剤開発の強力なツールに＞＜培養例：三次元がん細胞培養の実現により、抗がん剤開発の強力なツールに＞

㈱トランスパレント㈱トランスパレント㈱トランスパレント㈱トランスパレント

Cell-able®Oncology

患者由来
がん細胞

肝細胞がん肝細胞がん肝細胞がん肝細胞がん 頭頸部がん頭頸部がん頭頸部がん頭頸部がん

メラノーマメラノーマメラノーマメラノーマ 乳がん乳がん乳がん乳がん
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““““““““iPSiPSiPSiPSiPSiPSiPSiPS細胞培養細胞培養細胞培養細胞培養へのへのへのへの展開展開展開展開細胞培養細胞培養細胞培養細胞培養へのへのへのへの展開展開展開展開””
20122012年、山中伸弥・京大教授がノーベル医学・生理学賞を受賞され今まで以上年、山中伸弥・京大教授がノーベル医学・生理学賞を受賞され今まで以上

に注目を集めているに注目を集めているiPSiPS細胞。この細胞。このiPSiPS細胞を必要な臓器（肝臓など）の細胞に効果細胞を必要な臓器（肝臓など）の細胞に効果
的に導くため、的に導くため、33次元培養システム次元培養システム””CellCell--ableable®®””に着目し、これを用いた研究が進んに着目し、これを用いた研究が進ん

でおります。でおります。
これまで、これまで、22社の製薬企業を含む社の製薬企業を含む33社の企業、社の企業、44つの大学・研究機関で使用されていつの大学・研究機関で使用されてい
ます。今回のノーベル賞受賞を機にさらにこの分野への研究は加速され、ます。今回のノーベル賞受賞を機にさらにこの分野への研究は加速され、””CellCell--
ableable®®””が使われる場面もますます増えていくと予想されます。が使われる場面もますます増えていくと予想されます。

㈱トランスパレント㈱トランスパレント㈱トランスパレント㈱トランスパレント

Cell-able®

三次元培養と添加物の組み合わせ 各種細胞に分化

iPS細胞
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（ご注意）（ご注意）（ご注意）（ご注意）

本資料の業績予想は、現時点において見積もられた見通しであり、これまでに入手本資料の業績予想は、現時点において見積もられた見通しであり、これまでに入手本資料の業績予想は、現時点において見積もられた見通しであり、これまでに入手本資料の業績予想は、現時点において見積もられた見通しであり、これまでに入手 可能な可能な可能な可能な
情報から得られた判断に基づいております。従いまして、実際の業績は、様々な要因やリスク情報から得られた判断に基づいております。従いまして、実際の業績は、様々な要因やリスク情報から得られた判断に基づいております。従いまして、実際の業績は、様々な要因やリスク情報から得られた判断に基づいております。従いまして、実際の業績は、様々な要因やリスク
によりこの業績予想とは大きく異なる結果となる可能性があり、いかなる確約や保証を行うもによりこの業績予想とは大きく異なる結果となる可能性があり、いかなる確約や保証を行うもによりこの業績予想とは大きく異なる結果となる可能性があり、いかなる確約や保証を行うもによりこの業績予想とは大きく異なる結果となる可能性があり、いかなる確約や保証を行うも
のではありません。のではありません。のではありません。のではありません。


